























受容においては、< 東側 > に留まらぬものとしてなり得ている。
ハイナー・ミュラーとアメリカ
　　 ハイナー・ミュラー『ハムレットマシーン』における 

































錆つき、そして岸には農場の荒れ果てた古い家屋。< 端 > というものを持つこのような資
本主義とは、実に奇妙なものでした。ヨーロッパでは資本主義にはもう < 端 > はないか、














いわゆる < 西側陣営 >（フランス他）と < 東側陣営 >（ソ連他）といった二つの括りを前提と
して編集されているともいえよう。この点について、< 東側 > と < 西側 > の対立関係とは、ま
た別の位相で、<USA>（アメリカ合衆国）はとらえられていると、そのような編集の意図を考


























　< 引用2> にもみられるように、ミュラーのアメリカでの体験とは、「風景の < 端 > の発見」
という新鮮な驚きに、ひとつの契機を持つものであった。本稿は、自伝『闘いなき戦い』に語ら





































ドイツ史劇 > のひとつと数えられる。（10） そして、ミュラーの作品譜を俯瞰するならば、上述の
< ドイツ史劇 > を多く執筆した時期から、ギリシア劇やシェイクスピアをはじめとした < 古典






起点があり終点がある < 端 > の存在を認識することから生まれたものであったともいえる。そ
して、それは本稿の主眼であるミュラー自身にとっての、ミュラーのテクストにおいてあらわれ












































マシーン』< 第一場 > の冒頭も、いわば、歴史が連綿と折り重なった「ヨーロッパの廃墟」を
背にすることで、語り手のひとつの立ち位置である「波打ち際」という空間もまた、意識されて





レットマシーン』全五場を、＜第三場＞を結節点とした < ソナタ形式 > を成す音楽的構造である、
というジャン・ジュルドゥイユ（Jean Jourdheuil）の指摘に基づくならば、< 第一場 > と < 第
四場 > に、A と A‘ というような、相似的な関連を見出すことができる。（15）
　『ハムレットマシーン』は、ミュラーの他テクストと比較して < 第一場 > の < 家族のアルバム
> のように、明確に各場面ごとの場の指定が与えられたテクストである。ジュルドゥイユの <
ソナタ形式 > という指摘は、そのような < 場 > という枠組みを前提としている。区切られた五




い。もう役は演じない。」と語りだす第四場の < ハムレットの演技者 > には、第一場に対する前
提と呼応を見出すことができる。この引用した独白部分にもあきらかなように、第四場は、第一
場のひとつの反転─「私」は「ハムレット」ではない、という反転からはじまる。そして、その













でテクストに示されるものは、第一項末尾でも言及したように、< 第一場 > の「ヨーロッパの
廃墟」に対する、<USA> というイメージ、そして作者ミュラー自身の体験を仲介したものであ
るともいえるような、資本主義 / 消費社会への結びつきであると考えてみたい。










否応なしに巻き込まれていく。さらにここではまた、< 第一場 > とはまた違ったかたちで、「空
間」への意識が問題化されていく、と言い換えてもいいだろう。< 第一場 > においては、「ヨー
ロッパの廃墟」を背にすることから「波打ち際」に立つ、という語り手の立ち位置をテクストか
ら考察した。


























　本稿の主眼のひとつは、資本主義社会、消費社会そして < 西側 > の象徴として見られがちな
















るのは、作者ミュラーの「風景の < 端 >」の発見への驚き、という体験であった。ふたたび本









　そしてなかでも、『ハムレットマシーン』というテクストにおいて、その影響は < 東側 >、<
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（10） < ドイツ史劇 > の代表的なものとして、他に『戦い─ドイツの光景』（1951-74）、『グンドリングの生涯 
プロイセンのフリードリヒ　レッシングの眠り夢叫び』（1975/76）、『ゲルマーニア3』（1995）が挙げられる。
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の渡米をひとつの転換点とみなす本稿において、対照項のひとつして考察に援用すべく、< 古典改作劇 > に





場 > と < 第四場 > の比較をはじめ、各場の形式がいかに対照されうるか、という点に言及するため、< 第四
場 > の < ハムレットの演技者 > という指示に連関させ、< 第一場 > においても「語り手」として対照的に言
及することとする。
（14） 同書、p.9.
（15） 全五場のうち、< 第三場 > を結節点として、たとえば、< 第一場 >（「私はハムレットだった」）─ < 第四
場 >（「私はハムレットではない」）そして、< 第二場 >（「わたしはオフィーリア」）─ < 第五場 >（「こちら
はエレクトラ」）という箇所などの対照をもとに、<1-2-3-1’-2’> という反復と変容を伴ったテクスト構造が <
ソナタ形式 > として指摘されている。（Heiner Müller Handbuch, hrsg.von Hans-Thies Lehmann, Patric 
Primavesi, Stuttgart, J.B.Metzler, 2003, ss.221-226.）
（16） 同書、p.13.
（17） 同書、p.18.
